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低
学
年 

 
  ルールを守って生活し、友
だちと仲良くできるように
します。 

 
 自分の思いや願いをもっ
て考え、行動できるようにし
ます。 

 
 体を動かす楽しさを感じ
ながら進んで運動できるよ
うにします。 

 
 学級や学校のために自分
ができることを考え、行動で
きるようにします。 

 
 様々な人とのふれあいを
通して、共に成長できるよう
にします。 

 
中
学
年 
 

 
 物事の善悪を判断して生
活し、互いの考え方を認め合
いながら、共に成長できるよ
うにします。 

 
 自分なりに課題を見つけ、
自ら考え、判断して、解決で
きるようにします。 
 

 
 自分の心と体を見つめ、健
康な生活について考え、行動
できるようにします。 
 

 
 学級や学校に加え、地域 
にも目を向け、自分ができる
ことを考え、行動できるよう
にします。 

 
 様々な人との豊かなかか
わり合いを通して、共に成長
できるようにします。 
 

 
高
学
年 
 
 

 
 物事の善悪を判断してル
ールや礼儀を大切にし、互い
の特性や考え方、生き方を認
め合いながら共に成長でき
るようにします。 

 
 自分なりに課題をもち、ね
ばり強く考え、よりよい方法
を計画し、実践できるように
します。 
 

 
 自分の心と体の健康に関
心をもち、互いの命を大切に
し、自ら進んで健康・体力作
りができるようにします。 

 
 社会のために自分ができ
ることを考え、実践できるよ
うにします。 
 
 

 
 様々な人との豊かなかか
わり合いを通じて、社会への
視野を広げ、共に成長できる
ようにします。 
 

     

  

     指 導 の 重 点 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    各 教 科 等   

〈教育課程編成の基本的な考え方〉 
○思いやりと豊かな心をもち、人間とし 
て調和のとれた子どもの育成を重視す 
る。 
○社会の変化に主体的、創造的に対応で 
きるような問題解決能力、意志決定能 力
、情報処理能力、表現力等の諸能力 の育
成を重視する。 
○学習の総合化を図り、具体的な活動、 
体験的な学習を重視する。 
○学びは生涯続くものであるという考え
 に立ち、自ら学び自ら考える力の育成 
を重視する。 
○基礎基本の定着を重視し、個に応じた 
学習展開を重視する。  
○学び合いの生まれる学習過程を工夫す
 る。 
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    道徳教育  
  
 

  豊かな心をもち、人間としての生き方を自覚し、
  道徳的実践力を育てます。 

 
 

地域・保護者の

願い 

職員の願い 子どもの 

実態 学校教育目標 
 

    ・日 本 国 憲 法 

   ・教 育 基 本 法 

   ・学 校 教 育 法 

   ・学 習 指 導 要 領 

   ・横浜教育ビジョン 

   ・横浜版学習指導要領 

     

 

 ○「考えて よく励み やりぬく子」を育てます。（知） 

 ○「なかよく つよく のびゆく子」を育てます。（徳） 

 ○「健康な肩を組み 互いのいのちと体を 大切にする子」を育 

  てます。                 （体） 

 ○「自立の意気を見せ 日本の明日を 担う子」を育てます。 

                       （公）（開） 

 

 

    日下小学校が願う成長像 

  ・共に生きる子ども           

  ・生命を大切にする子ども     

  ・生きる意味を問い続ける子ども 

  ・豊かな感性をもつ子ども 

  ・自らの意志で行動する子ども 

 ・自ら心と体の健康を創る子 
具体的な取組目標 

○ 自ら課題をもってねばり強く解決し、自分の意志と判断で行動できるようにします。（知） 

○ 物事の善悪を判断してルールや礼儀を大切にし、自分と同じように相手を尊重できるようにします。（徳） 

○ 心と体の健康に関心をもち、互いの命を大切にし、自ら進んで健康・体力づくりができるようにします。（体） 

○ 学級や学校、まちや横浜を大切にし、自分がすべきことを考え、実践できるようにします。（公） 

○ 様々な人とのコミュニケーションを通じて、社会への視野を広げることができるようにします。（開） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

成長過程の目標 

６つの重点的課題 
【豊かな心の育成】 
・人権教育：お互いの人権を尊重し、差別を許さない子どもの育成 
・児童指導：互いに共感的に理解し合える人間関係を育てる 
・ペア活動の充実  ・体験活動の充実    
【健康でたくましい体の育成】 
 ・健康教育：自らの健康に気を付け、進んで健全な心身をつくり、安全に生活できる子の育成 
・体力の向上と健やかな心身の育成  ・健康や食生活にかかわる能力の育成 
【国語力及び学習の基礎的能力の育成】 
・言語活動・理数教育の充実  ・基礎基本の徹底    ・特別支援教育の充実 
【コミュニケーション能力の育成】 
 ・国際理解教育：豊かな国際性を培い、国際社会の一員としての資質を高める 
・外国語活動の推進  ・心豊かな人間関係づくり 
【情報化社会を生き抜く能力の育成】 
・情報教育：情報の適切な活用を通して子ども同士の人間関係を広く深める 
・情報モラル・マナーの育成 
【社会の変化に対応する能力の育成】 
・情報教育 ・環境教育 ・福祉教育 ・食教育 ・キャリア教育 ４つの具体的取組 

 確かな学力に向けた取組 
・全教科、領域等における言語活動 
の充実 
・朝のﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑの活用 
・読書活動の活性化、学校図書館の 
充実 
 

 豊かな心の育成への取組 
 ・体験学習の充実 
 ・ペア活動の充実 
 ・日下っ子人権会議の開催 

 体力向上に向けた取組 
 ・体育科学習の充実 
 ・「体育健康プラン」の実践 
 ・外遊びの励行 

一人ひとりのニーズに対応した教育
の実現 
・特別支援教育の充実 
・マイチャレの実施（取り出し指導） 
 


